
定
数
が
削
減
さ
れ
た
関
係

か
ら
団
体
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
配
慮
し
ま
し
た
。

会
員
代
表
者
以
外
か
ら

選
任
す
る
役
員
に
つ
い
て

は
、
秋
田
治
氏
を
理
事
候

補
、
成
蹊
大
学
経
済
学
部

の
成
道
秀
雄
教
授
を
監
事

候
補
と
し
て
二
家
会
長
が

選
定
、
承
認
さ
れ
た
。
引

き
続
い
て
別
室
で
役
付
理

事
の
互
選
が
行
わ
れ
、
会

長
に
加
藤
雅
一
・
岡
藤
商

事
会
長
、
副
会
長
に
犬
嶋

隆
・
ひ
ま
わ
り
Ｃ
Ｘ
会
長
、

常
務
理
事
に
秋
田
治
氏
が

決
定
し
た（
役
員
名
簿
は

別
表
の
通
り
）。

ま
た
、
常
設
委
員
会
の

委
員
長
に
つ
い
て
は
、
正

式
に
は
次
回
の
理
事
会
で
決
め

る
が
、
現
体
制
継
続
と
い
う
考

え
方
か
ら
総
務
委
員
会
は
島
津

嘉
弘
委
員
長
、
広
報
委
員
会
は

「
二

家
会
長

は
誠
実

さ
と
行

動
力
の

あ
る
方

で
、
何
事
に
も
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も

こ
の
方
針
に
の
っ
と
り
、
誠
心

誠
意
、
全
力
を
挙
げ
て
努
め
ま

す
」と
挨
拶
し
た
。

加
藤
雅
一
・
新
会
長
は
、「
本

日
、
こ
こ
ま
で
大
変
難
し
い
時

期
に
こ
れ
ま
で
協
会
運
営
を
引

っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
二
家
会

長
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

特
に
こ
の
１
年
間
は
激
動
・
激

流
の
中
で
苦
労
さ
れ
る
様
子
を

副
会
長
と
し
て
ま
ざ
ま
ざ
と
み

て
、
協
会
運
営
と
は
非
常
に
難

し
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
」。

先物協会 第7回通常総会 

市場の流動性確保を優先 

かつてない難局に新体制で挑む 総
会
は
以
下
の
よ
う
な
二
家

会
長
挨
拶
で
開
会
し
た
。

先
物
協
会
は
、
こ
の
３
月
で

丸
７
年
経
過
し
、
８
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、

改
正
商
品
取
引
所
法
が
施
行
さ

れ
、
商
品
先
物
業
界
に
と
り
ま

し
て
は
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

た
１
年
で
し
た
。

昨
年
度
の
取
引
所
出
来
高
を

み
ま
す
と
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
含

め
１
億
７
８
０
万
枚
と
前
年
度

比
20
％
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
２

期
連
続
で
前
年
度
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
に

入
っ
て
か
ら
は
、
４
月
が
前
年

同
月
比
７
・
５
％
プ
ラ
ス
、
５

月
は
５
・
３
％
プ
ラ
ス
で
す
が
、

昨
年
度
の
月
平
均
出
来
高
と
比

較
す
る
と
４
、
５
月
の
２
カ
月

間
で
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
閉
塞
感
か
ら
脱
却
し
て

先 物 協 会 ニ ュ ー ス

平
成
17
年
５
月
１
日
に
改

正
商
品
取
引
所
法
が
施
行
さ

れ
、
同
時
に
㈱
日
本
商
品
清

算
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）が
清
算

業
務
を
始
動
し
て
か
ら
、
は
や

１
年
が
経
過
し
た
。
改
正
商

取
法
の
要
諦
の
一
つ
は
、
委
託

者
保
護
に
係
る
法
令
遵
守
で

あ
る
。
ま
た
、
法
令
遵
守
を
重

要
な
内
容
の
一
つ
と
し
て
い
る

会
社
法
も
今
年
の
５
月
に
施

行
さ
れ
た
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
時
も
、証
券
業
界
で
は
、

ま
た
も
や
、「
取
引
の
自
由
」を

叫
ん
だ
者
の
法
令
違
反
が
メ

デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て
い
る
。
こ

の
事
件
は
、
会
社
法
施
行
直

後
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と
相
俟

っ
て
、
そ
の
内
容
か
ら
、
企
業

に
と
っ
て
、
法
令
遵
守
が
美
徳

か
ら
義
務
に
な
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
法
を
犯
す
こ
と
と
自
由

と
を
履
き
違
え
な
い
、
強
固
な

公
徳
心
を
持
つ
こ
と
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
さ
せ
る

に
足
る
事
件
だ
と
考
え
る
。

一
方
、
個
々
の
企
業
と
従
業

員
の
倫
理
が
問
わ
れ
る
現
在
の

環
境
に
な
る
以
前
か
ら
、
斯
界

に
お
い
て
、
法
令
遵
守
を
継
続

努
力
さ
れ
て
き
た
清
算
参
加
者

の
皆
様
に
は
頭
が
下
が
る
思
い

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
１

年
、
法
令
違
反
が
元
で
、
自
主

廃
業
や
違
約
に
追
い
込
ま
れ
た

企
業
が
複
数
現
れ
た
の
も
事
実

で
あ
り
、
遺
憾
で
あ
る
。
我
が

国
の
全
て
の
業
界
が
同
じ
問
題

に
直
面
し
て
い
る
と
い
え
る
。

法
令
違
反
は
、
新
た
な
規
制

や
余
計
な
事
務
を
生
み
、
我
々

の
仕
事
を
窮
屈
に
す
る
。
特
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
が
他
の
業

種
比
高
度
、
且
つ
大
き
な
金
額

が
動
く
斯
界
に
お
い
て
は
、
法

令
違
反
が
企
業
や
個
人
に
与
え

る
ダ
メ
ー
ジ
は
甚
大
且
つ
根
深

い
問
題
に
な
る
の
は
自
明
で
あ

り
、
不
祥
事
が
起
き
れ
ば
規
制

が
増
え
、
取
引
の
自
由
を
自
ら

縛
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
、
業

界
に
属
す
る
ひ
と
り
と
し
て
、

法
令
以
上
の
規
範
を
自
ら
に
課

し
己
を
厳
し
く
律
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
商
品
先
物
取

引
の
自
由
、
あ
る
い
は
独
立
を

確
保
す
る
に
は
自
尊
心
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
、

と
常
に
自
省
す
る
毎
日
で
あ

る
。
先
ず
は
、
家
族
に
恥
じ
る

と
こ
ろ
の
な
い
フ
ェ
ア
ー
な
仕

事
を
心
が
け
た
い
と
思
う
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

1
9
7
2
年
東
京
生
ま
れ
、
バ

ン
コ
ク
育
ち
。
1
9
9
6
年
慶

大（
政
）卒
、
第
一
勧
銀
入
行
。

2
0
0
3
年
早
大
院（
G
S
A

P
S
）修
了
、
東
工
取
入
所
。
2

0
0
5
年
4
月
よ
り
J
C
C
H

出
向
中
。
業
務
部
監
査
担
当
。
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取引の自由と自尊のこころ

夏
目
漱
石
が
小

説
「
道
草
」
を
朝

日
新
聞
に
連
載
す

る
の
は
大
正
４
年

の
こ
と
で
、
第
１

次
世
界
大
戦
で
株

も
商
品
相
場
も

大
荒
れ
と
な
り
、

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
成
金
が
輩
出
し

た
。
相
場
師
た
ち
が
一
番
躍
動

し
、
羽
振
り
を
利
か
せ
た
時
代

で
も
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
主
人
公

夫
婦
の
会
話
に
相
場
師
談
義
が

登
場
す
る
。
健
三
の
細
君
お
住

の
父
が
相
場
に
手
を
出
し
て
失

敗
し
た
こ
と
が
あ
る
▼
お
住「
お

役
人
を
し
て
い
る
間
は
相
場
師

の
ほ
う
で
儲
け
さ
せ
て
く
れ
る

ん
で
す
っ
て
。
い
っ
た
ん
役
を
退

く
と
、
も
う
相
場
師
が
か
ま
っ
て

く
れ
な
い
か
ら
、
み
ん
な
だ
め
に

な
る
そ
う
で
す
」。
健
三「
何
の

こ
と
だ
か
要
領
を
得
な
い
ね
」。

お
住「
あ
な
た
に
わ
か
ら
な
く
っ

た
っ
て
、
そ
う
な
ら
仕
方
な
い
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」。
健
三「
何

を
い
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
じ
ゃ

相
場
師
は
決
し
て
損
を
し
っ
こ

な
い
も
の
に
き
ま
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ

な
い
か
。
ば
か
な
女
だ
な
」▼
お

住
は
相
場
師
が
万
能
の
神
の
よ

う
な
存
在
だ
と
思
い
込
ん
で
い

る
。
そ
れ
が
健
三
に
は
お
か
し

か
っ
た
。「
道
草
」は
漱
石
が
書
い

た
唯
一
の
自
伝
的
小
説
だ
と
い

う
。
と
す
る
と
、
相
場
で
撃
た
れ

た
の
は
、
妻
鏡
子
の
父
で
貴
族

院
書
記
官
長
を
務
め
た
中
根
金

一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
根
が

現
役
時
代
は
兜
町
の
相
場
師

（
仲
買
人
）た
ち
も
大
事
に
し
て

損
失
補
て
ん
だ
っ
て
し
て
く
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
現
役

を
離
れ
る
と
途
端
に
変
わ
る
。

お
住
の
言
う
の
も
ま
ん
ざ
ら
的

外
れ
で
も
な
さ
そ
う
だ
▼
金
融

商
品
取
引
法
で
は
損
失
補
て
ん

の
禁
止
が
明
記
さ
れ
た
。
商
品

先
物
取
引
で
も
同
様
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
損
失
補

て
ん
は
聖
な
る
市
場
に
似
合
わ

な
い
し
、
第
一
、
市
場
の
正
義
に

も
と
る
行
為
で
あ
る
。（
泉
）

1

日本商品清算機構
業務部監査担当主任 鈴木 浩介

先
物
協
会
は
６
月
15
日
、
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
の
２
階
大
会
議

室
で
、
第
７
回
通
常
総
会
を
開
き
、
会
員
80
社
の
う
ち
、
書
面
に
よ
る

議
決
権
行
使
、
代
理
人
、
委
任
状
含
め
75
社
が
出
席
し
た
。
こ
の
総
会

を
も
っ
て
５
年
間
協
会
会
長
を
務
め
て
き
た
二
家
勝
明
会
長
が
後
進

に
道
を
譲
り
、
加
藤
雅
一
新
会
長
（
岡
藤
商
事
会
長
）
を
筆
頭
と
す
る

新
体
制
で
、
か
つ
て
な
い
難
局
に
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。

新
制
度
へ
の
対
応
、

円
滑
に

産
額
規
制
比
率
の
導
入
等
に
よ

り
出
来
高
・
取
組
高
の
減
少
傾

向
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
市
場

流
動
性
確
保
へ
の
取
組
を
行

い
、
昨
年
秋
か
ら
制
度
政
策
委

員
会
の
下
に
市
場
振
興
戦
略
会

議
を
作
り
、
４
つ
の
部
会
で
議

論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

昨
年
度
の
先
物
協
会
の
事
業

は
、
ま
ず
新
制
度
へ
の
対
応
と

し
て
、「
証
拠
金
制
度
」、「
分
離

保
管
調
書
」、「
法
定
帳
簿
」
等

様
々
な
制
度
変
更
に
関
す
る
説

明
会
や
相
談
会
を
開
催
し
、
円

滑
な
移
行
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
改
正
法
施
行
に

伴
う
行
為
規
制
の
強
化
や
純
資

ひ

副
会
長
に
犬
嶋
隆
氏

制
度
政
策
委
員
長
は
多
々
良
實
夫
氏

日本商品先物振興協会 役員名簿（平成18年6月15日）
会　　長 加藤　雅一 岡 藤 商 事 ㈱ 会長
副 会 長 犬嶋　　隆 ひ ま わ り ＣＸ ㈱ 会長
常務理事 秋田　　治
理　　事 石川　清助 洸陽フューチャーズ㈱ 会長
〃　 岡地　和道 岡　　　地　　　㈱ 社長
〃　 岡本　安明 岡　安　商　事　㈱ 社長
〃　 上村　　勤　㈱ アルフィックス 社長［新任］
〃　 川崎　芳徳 スターアセット証券㈱ 社長［新任］
〃　 川路　耕一　三　貴　商　事　㈱ 会長
〃　 島津　嘉弘 新 日 本 商 品 ㈱ 会長
〃　 清水　　清　カ ネ ツ 商 事 ㈱ 会長
〃　 高松　　公　三井物産フューチャーズ㈱ 社長
〃　 多々良實夫　豊 　 商 　 事 　 ㈱ 社長［新任］
〃　 二家　勝明　日 本 ユ ニ コ ム ㈱ 会長
〃　 森　　辰郎　エ ー ス 交 易 ㈱ 社長

監　　事 太田　幸作　日 進　貿　易　㈱ 社長　※
〃　 釼持　宏昭　北　辰　物　産　㈱ 社長
〃　 成道　秀雄　成蹊大学経済学部 教授［新任］

以上15名

※印＝理事より異動　　以上3名

犬
嶋
隆
委
員
長
の
留
任
を
決

め
、
制
度
政
策
委
員
会
は
多
々

良
實
夫
副
委
員
長
の
委
員
長
就

任
を
了
承
し
た
。

通常総会風景

新会長として挨拶

誠
心
誠
意
、全
力
挙
げ
て

こ
の
後
、
平
成
17
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
、
秋
田
治
常
務
理
事
が
詳
細

に
説
明
、
釼
持
宏
昭
監
事（
北

辰
物
産
社
長
）が
監
査
報
告
を

行
い
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、

役
員
の
改
選
に
移
っ
た
。
３
月

16
日
の
臨
時
総
会
で
、「
選
考

委
員
が
指
名
し
た
役
員
候
補
者

を
総
会
で
承
認
す
る
方
法
」で

行
う
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
宮

本
勇
選
考
委
員
長（
ア
サ
ヒ
ト

ラ
ス
ト
会
長
）か
ら
次
の
よ
う

な
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

選
考
委
員
会
で
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
改
正
法
施
行
後
、

市
場
の
流
動
性
確
保
に
係
る
取

組
を
行
っ
て
き
た
現
体
制
を
継

続
す
る
こ
と
と
し
、
辞
任
さ
れ

た
方
及
び
社
長
退
任
予
定
の
方

な
ど
に
つ
い
て
補
充
す
る
と
と

も
に
、
３
月
の
総
会
で
役
員
の

先物協会は６月から全国紙及びマネー雑誌で商
品先物取引の啓蒙広告を展開中。今年度のテー
マはルール。商品先物会社が守るべきこととして、
説明義務、適合性原則を説明、お客様に守ってい
ただくことは、余裕資金の範囲内、自己責任、取引
結果の確認の３点。

守るべきことを訴求
先物協会 新聞・雑誌広告

h t t p : / / w w w . j c f i a . g r . j p /


